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一
、
課　

題

　

北
陸
七
州
有
志
懇
親
会
と
銘
打
っ
た
自
由
民
権

運
動
の
大
会
が
、
明
治
一
六
年
（
一
八
八
三
）
三
月

一
〇
日
と
翌
一
一
日
の
二
日
間
、石
川
県
高
岡
町（
現

富
山
県
高
岡
市
）
の
瑞
龍
寺
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

こ
れ
は
ま
さ
し
く
日
本
海
側
中
央
部
の
若
狭
・
越
前
・

加
賀
・
能
登
・
越
中
・
越
後
・
佐
渡
七
州
の
民
権
家

た
ち
が
、
松
下
デ
フ
レ
下
で
の
農
村
不
況
と
明
治
藩

閥
政
権
の
言
論
抑
圧
に
抗
議
し
て
、
広
域
連
帯
の
決

起
に
立
ち
上
っ
た
も
の
で
あ
る
だ
け
に
大
い
に
着
目

に
値
す
る
。
本
稿
で
は
、
同
懇
親
会
の
特
質
と
民
権

運
動
の
失
脚
を
含
め
て
、
種
々
検
討
を
加
え
た
い
。

　

ニ
、
北
陸
七
州
有
志
懇
親
会
の
特
質

　

明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）
二
月
一
五
日
、
越
中

で
北
立
自
由
党
が
結
成
さ
れ
る
が
、
そ
れ
に
先
立
ち

同
年
一
月
一
〇
・
一
一
の
両
日
、
高
岡
郊
外
で
開
催

さ
れ
た
「
北
立
自
由
党
発
起
者
集
会
」
の
決
議
の
な

か
で
「
来
る
五
月
を
期
し
北
陸
全
道
同
志
の
大
親
睦

会
を
開
く
べ
き
事
」
の
重
要
事
項
が
み
ら
れ
た
に
か

か
わ
ら
ず
、そ
れ
は
実
施
し
な
か
っ
た
（『
富
山
県
史
』

（
４
）
八
四
頁
）。

　

そ
の
後
同
年
九
月
金
沢
で
起
き
た
石
川
県
会
議
員

稲
垣
示
の
い
わ
ゆ
る
「
千
坂
県
令
侮
辱
事
件
」
を
契

機
に
、
福
井
県
で
は
一
一
月
一
五
日
、
県
会
議
員
の

有
志
一
五
名
が
そ
の
代
表
に
土
屋
久
左
衛
門
〔
坂
井

郡
坪
江
村
東
田
中
出
身
〕
を
選
び
、
事
件
の
調
査
と

稲
垣
慰
問
の
た
め
、
石
川
県
へ
派
遣
す
る
こ
と
を
決

め
た
。

　

こ
の
さ
い
杉
田
定
一
は
、
稲
垣
慰
問
と
と
も
に
、

「
北
陸
自
由
新
聞
」
発
刊
に
つ
い
て
の
意
見
を
求
め

る
た
め
、
金
沢
の
『
自
由
新
誌
』
の
発
行
社
で
あ
る

共
詢
社
（
社
長
、
稲
垣
示
）
を
訪
れ
、
つ
い
で
越
中

ま
で
出
向
い
た
の
で
あ
る
。土
屋
は
一
一
月
一
九
日
、

金
沢
を
訪
れ
て
稲
垣
を
慰
問
し
、
そ
の
後
越
中
を
巡

回
し
て
、
二
五
日
再
び
金
沢
に
も
ど
り
石
川
県
会
議

員
と
会
談
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
翌
一
六
年
一
月
に
入
る
と
、
北
立
自
由

党
を
中
心
に
、
北
陸
広
域
連
帯
の
懇
親
会
の
計
画
が

進
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
主
な
ね
ら
い
は
、
演
説
の
草

稿
と
目
さ
れ
る
杉
田
定
一
の
「
天
然
区
域
親
睦
論
」

に
よ
り
、
明
り
ょ
う
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
要
は

立
憲
政
体
を
確
立
し
、
知
識
の
錬
磨
・
志
気
の
高
揚
・

輿
論
の
振
興
の
た
め
に
は
、
風
俗
・
慣
習
を
同
じ
く

す
る
「
天
然
の
区
域
」
内
で
の
親
睦
が
最
も
肝
心
と

し
、「
先
其
ノ
一
州
ノ
一
致
協
同
ヲ
謀
リ
、
然
シ
テ

一
道
ノ
親
睦
ヲ
致
シ
、
進
ン
テ
全
国
ノ
合
同
ヲ
謀
ル

ニ
、
今
也
九
州
改
進
党
ア
リ
、
四
国
ニ
懇
親
会
ア
リ
、

今
又
東
海
道
ニ
函
西
自
由
親
睦
会
ア
リ
、
各
道
大
体

団
結
ナ
キ
ハ
ナ
シ
、
然
ル
ニ
我
北
陸
道
ニ
之
ヲ
見
ザ

ル
ハ
豈
病
僕
ノ
至
リ
ナ
ラ
ズ
ヤ
、
今
也
有
司
諸
君
之

ヲ
憂
ヘ
、
三
月
頃
北
陸
ノ
中
央
ニ
親
睦
会
ヲ
催
サ
ン

ト
ス
。
実
ニ
此
処
ハ
北
陸
盛
衰
ノ
管
ス
ル
所
存
豈
奮

励
セ
ザ
ル
可
ン
ヤ
」〔
大
槻
弘
『
越
前
自
由
民
権
運

動
の
研
究
』
一
六
七
頁
〕
と
力
説
す
る
の
で
あ
る
。

　

一
五
年
六
月
の
「
集
会
条
例
」
改
正
に
よ
り
、
ま

す
ま
す
民
権
運
動
が
制
圧
さ
れ
る
な
か
で
、
全
国
諸

地
域
に
み
ら
れ
る
広
域
連
帯
運
動
に
な
ら
い
、
日
本

海
域
中
央
部
の
北
陸
一
帯
で
の
運
動
の
高
揚
、
組
織

の
強
化
を
真
剣
に
め
ざ
し
た
も
の
と
い
え
る
。
杉
田

が
南
越
自
由
党
（
越
前
）
の
機
関
誌
と
し
て
、
一
五

年
一
二
月
に
創
刊
し
た
「
北
陸
自
由
新
聞
」
は
、
わ
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ず
か
五
か
月
で
解
体
の
憂
き
目
を
み
た
が
、
も
と
も

と
越
前
一
州
に
限
ら
ず
北
陸
一
円
の
広
域
を
対
象
と

す
る
壮
図
が
秘
め
ら
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
た
い
。

　

懇
親
会
当
日
の
出
席
者
実
数
は
、
三
四
〇
名
ほ
ど

に
の
ぼ
る
が
、
こ
の
大
会
を
主
導
し
た
の
は
、
自
由

党
系
の
北
立
自
由
党
（
越
中
）
南
越
自
由
党
（
越
前
）、

北
辰
・
頸
域
・
岩
船
の
各
自
由
党
（
越
後
）
で
あ
っ

た
が
、
改
進
党
お
よ
び
改
進
党
系
や
両
党
の
い
ず
れ

に
も
属
し
な
い
も
の
も
含
ま
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
当
時
の
北
陸
自
由
新
聞
は
、
二
月
一

日
か
ら
二
六
日
間
の
発
行
停
止
と
な
り
、
さ
ら
に
五

月
一
六
日
、
つ
い
に
休
刊
の
「
社
告
」
を
出
さ
ざ
る

を
得
な
い
羽
目
と
な
る
。

　

そ
の
な
か
で
「（
前
略
）
嗚
呼
諸
君
ヨ
、
諸
君
ハ

一
州
若
ク
ハ
一
県
ニ
割
拠
シ
、
因
習
ニ
膠
着
シ
、
古

ニ
拘
泥
ス
ル
ノ
人
ナ
ラ
ン
ヤ
、
固
ヨ
リ
北
陸
ノ
輿
論

ヲ
振
作
シ
、
北
陸
ノ
元
気
ヲ
発
揚
シ
、
長
江
大
河
一

瀉
千
里
、
遂
ニ
進
ン
テ
一
世
ノ
迷
夢
ヲ
撹
破
シ
、（
後

略
）」
と
大
い
に
志
気
の
高
揚
を
訴
え
る
が
、
つ
い

に
実
現
に
は
至
ら
な
か
っ
た
〔
池
内
啓
『
福
井
置
県

そ
の
前
後
』（
福
井
県
郷
土
誌
懇
談
会
、
一
九
八
一
年
）

は
、
同
新
聞
社
の
刊
行
計
画
に
つ
き
、「
北
陸
七
州

の
団
結
を
揚
言
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
そ
の
敗
退
の

姿
を
粉
飾
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。」

（
二
二
二
頁
）
と
、
北
陸
自
由
新
聞
社
の
不
本
意
な
結

末
を
論
ず
る
の
が
注
目
を
ひ
く
〕

　

三
、
北
陸
自
由
民
権
運
動
の
失
脚

　

北
陸
七
州
有
志
懇
親
会
に
当
た
り
一
六
年
三
月

一
二
日
、
高
岡
の
新
横
町
演
劇
場
で
政
談
演
説
会

が
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
さ
い
清
水
中
四
郎
（
越
後
）・

土
肥
善
四
郎（
越
後
）・
宮
田
仲
透（
金
沢
）の
次
に
た
っ

た
長
谷
川
豊
吉
（
越
前
武
生
）
の
「
桂
川
自
由
の
柵
」

の
演
説
が
中
止
命
令
を
受
け
た
。
か
れ
の
聴
衆
へ
の

発
言
が
、
臨
監
警
部
へ
の
「
官
吏
侮
辱
罪
」
に
か
か

わ
る
と
し
て
拘
引
さ
れ
、
有
罪
判
決
を
受
け
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　

ま
た
長
谷
川
が
拘
引
さ
れ
た
翌
一
三
日
、
稲
垣
示

の
「
千
坂
県
令
侮
辱
事
件
」
上
告
に
対
す
る
大
審
院

の
棄
却
に
よ
り
、
稲
垣
の
有
罪
が
確
定
し
拘
引
収
監

さ
れ
る
。
つ
い
で
懇
親
会
開
会
の
一
〇
日
後
、
三
月

二
〇
日
の
「
高
田
事
件
」
を
契
機
に
、
越
後
の
主
な

自
由
党
員
が
一
せ
い
に
検
挙
さ
れ
る
。
こ
れ
は
越
前

の
長
谷
川
豊
吉
や
、
越
中
民
権
運
動
の
主
導
者
稲
垣

示
の
拘
引
と
と
も
に
、
北
陸
広
域
連
帯
の
民
権
運
動

に
と
っ
て
は
、甚
大
な
障
害
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

こ
の
点
、
日
本
海
域
中
央
部
、
北
陸
七
州
に
お
よ

ぶ
民
権
勢
力
の
結
集
を
は
か
る
大
集
会
が
開
催
さ
れ

た
こ
と
が
、
か
え
っ
て
当
局
に
よ
る
意
図
的
な
制
圧

を
招
く
皮
肉
な
結
果
に
な
っ
た
と
み
な
す
こ
と
が
で

き
る
。

　

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
第
二
回
の
北
陸
七
州
有
志

懇
親
会
が
、
一
七
年
九
月
二
〇
日
新
潟
市
（
西
堀
通

五
番
町
、
不
動
院
）
で
開
催
さ
れ
た
が
、
そ
の
準
備

委
員
に
松
村
文
二
郎
（
新
潟
県
刈
羽
郡
）・
山
際
七
司

（
新
潟
県
西
蒲
原
郡
）・
鈴
木
昌
司
（
新
潟
県
頸
域
郡
）・

杉
田
定
一（
福
井
県
坂
井
郡
）の
四
名
が
名
を
連
ね
る
。

　

こ
の
さ
い
「
自
由
新
聞
」
の
大
会
広
告
の
冒
頭
か

ら
「
嗟
呼
北
陸
七
州
同
胞
諸
君
ヨ
、
今
日
ハ
此
レ
如

何
ナ
ル
時
乎
、
方
ニ
之
レ
北
陸
男
児
ノ
元
気
ヲ
振
張

シ
、
鹿
ヲ
中
原
ニ
爭
フ
ノ
秋
ナ
リ
、
然
リ
而
シ
テ
内

ヲ
顧
レ
バ
結
交
未
ダ
鞏
固
ナ
ラ
ズ
、
情
誼
未
ダ
親
密

ナ
ラ
ズ
、（
後
略
）」
と
訴
え
る
が
、
ま
さ
し
く
前
年

か
ら
の
民
権
運
動
の
衰
退
過
程
に
あ
っ
て
、
北
陸
七

州
広
域
連
帯
の
決
起
を
求
め
る
企
図
が
明
り
ょ
う
に

認
め
ら
れ
る
。

　

来
会
者
は
、
二
〇
〇
余
名
に
の
ぼ
る
が
、
北
陸
七

州
以
外
で
は
東
北
地
方
の
秋
田
・
山
形
・
福
島
三
県
、

関
東
地
方
の
茨
城
・
東
京
、
さ
ら
に
長
野
・
岐
阜
両
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五
十
八
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一
号

県
に
お
よ
ぶ
た
め
、
第
一
回
の
分
に
く
ら
べ
て
さ
ら

に
広
域
的
と
な
り
、
い
わ
ば
「
北
日
本
地
域
大
懇
親

会
」
と
名
付
け
ら
れ
る
よ
う
な
大
会
と
な
る
。

　

と
こ
ろ
が
演
説
者
の
な
か
で
井
上
米
次
郎
（
新
潟

県
中
蒲
原
郡
下
八
牧
村
）
に
つ
き
、
そ
の
内
容
が
治
安

を
妨
害
す
る
と
の
理
由
で
、
官
憲
に
よ
り
中
止
解
散

さ
せ
ら
れ
た
が
、「
更
に
式
を
改
め
て
黄
昏
再
び
同

寺
に
懇
親
会
を
開
き
、
皆
な
歌
を
尽
す
」〈『
自
由
党

史
』（
中
）〔『
岩
波
文
庫
』〕
三
九
〇
頁
〉
な
ど
、
盛

況
裡
に
終
っ
て
い
る
。

　

つ
い
で
翌
一
八
年
一
〇
月
七
・
八
の
両
日
、
越
前

鯖
江
で
開
会
さ
れ
た
第
三
回
北
陸
七
州
懇
親
会
に
つ

き
、
一
〇
月
九
日
付
「
加
越
能
新
聞
」
が
「（
前
略
）

来
会
者
頗
る
多
く
、
翌
八
日
は
午
前
七
時
を
以
て
出

会
員
一
同
同
地
松
ヶ
阜
神
社
境
内
に
集
り
、
そ
れ
よ

り
丹
生
郡
琵
琶
山
の
曠
原
へ
押
し
出
し
、
壮
快
な
る

遊
戯
を
試
み
て
退
散
し
た
り
」
と
伝
え
る
が
、
要
は

こ
れ
だ
け
の
表
現
に
と
ど
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
こ
れ
を
最
後
に
北
陸
七
州
有
志
懇
親
会
と

銘
打
っ
た
大
会
に
は
終
止
符
が
打
た
れ
た
わ
け
で
あ

る
。

　

四
、
総　

括

　

実
は
九
州
の
広
域
連
合
政
党
と
し
て
、
明
治
一
五

年
三
月
に
創
設
し
毎
年
持
ち
ま
わ
り
で
大
会
を
開
催

し
た
九
州
改
進
党
が
、
一
八
年
五
月
の
久
留
米
大
会

で
解
党
を
宣
言
し
て
い
る
。
そ
の
時
点
で
解
党
せ
ね

ば
な
ら
な
い
よ
う
な
緊
迫
し
た
事
情
が
あ
っ
た
と
す

る
よ
り
は
、
そ
の
前
年
一
〇
月
の
自
由
党
の
解
党
と

い
う
全
国
的
な
情
勢
が
き
び
し
く
影
響
し
た
と
す
る

見
方
が
は
る
か
に
適
確
と
み
ら
れ
る〔
色
川
大
吉『
自

由
民
権
』（
岩
波
新
書
）
七
二
頁
〕。

　

そ
の
た
め
北
陸
広
域
連
帯
の
自
由
民
権
運
動
の
失

脚
に
つ
い
て
も
、
こ
う
し
た
全
国
情
勢
を
端
的
に
反

映
す
る
も
の
と
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
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